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株式会社セプテム総研は、薬用美容液エルヴィナスに用いる「液晶ラメラ構造」を用いた
化粧料組成物 ( 処方・技術 ) における特許権を取得いたしました。

セプテム総研では、2000 年 11 月より皮膚角層バリア機能を担う細胞間脂質の液晶ラメラ構造に
類似した、油層と水層が層状に規則正しく並んだ「液晶ラメラ構造」で、肌内部からの水分蒸散
を防ぎながら、外部の刺激から肌を守るバリア機能 ( 肌保護機能 ) に優れた特徴をもつ、商品名「エ
ルヴィナス クリスタリューション」を開発・生産してきました。
その後、油溶性ビタミン Cなどを配合したホワイトニング美容液「エルヴィナス フェアリューショ
ン」もシリーズ商品としてリリース。さらに 2008 年 8 月には、オリジナル処方の「スーパーモイ
ストＨＣカプセル」等で持続的に広範囲に、さらに時間差でうるおい成分を働きかけるカプセル
処方を追加し、医薬部外品「エルヴィナス クリスタリューション」「エルヴィナス フェアリューショ
ン」としてリニューアル。2014 年 12 月までの 15 年間で合計約 115 万本を出荷しています。

一般的に、液晶ラメラ構造とは水層と油層が密着した層状の繰り返し(サンドイッチ状)構造になっ
ているものをさします。皮膚の重要なバリア機能を担う、角層細胞間脂質も液晶ラメラ構造になっ
ています。
この液晶ラメラ構造の油層と油層の間隔（水層の存在）を大きくすると液晶ラメラ構造の安定性
を保てず製剤化が非常に難しく、製品化は困難です。セプテム総研では水分を多量に保持させる
ために、この液晶ラメラ構造の間隔を拡げ、 かつ、安定化させるオリジナルの処方技術を開発、製
品化に成功しました。
新たに技術開発したこの組成物 ( 処方 ) に新規性が認められ、特許庁より特許権を取得いたしました。

特許第 5614921 号
特許内容概要：高含水系で安定な液晶ラメラ構造を有する化粧料に関する特許

特許名称
特許権者
発 明 者

：  液晶ラメラ型化粧料用組成物及びそれを含有する化粧料
：  株式会社セプテム総研
：  岡田洋臣 ／ 岡田正紀 ／ 石神政道

エルヴィナスの液晶ラメラ構造
の電子顕微鏡写真



市場にある液晶ラメラ構造をうたう化粧品は、部分的 (or 一部 ) にしか液晶ラメラ構造が存在して
おらず、実際の肌上ではその液晶ラメラ構造が崩れています。
本エルヴイナスの液晶ラメラ製剤は製剤全体が液晶ラメラ構造を有し、水分を多量に保持するこ
とで保湿機能に優れるだけでなく、外部からの刺激から皮膚を守る優れたバリア機能を併せ持つ
処方技術となっています。

商品概要
子供のころのみずみずしい肌に着目した「オリジナル 液晶ラメラ処方」を用いた商品
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ヒト細胞間脂質の
液晶ラメラ構造イメージ

セプテム総研オリジナル処方の
液晶ラメラ構造イメージ

エルヴィナス フェアリューション
＜薬用美白美容液＞30ｇ　定価 16,000 円（税抜）

【本件に関するお問い合わせ先】企業名：株式会社セプテム総研　広報
担当者名：篠原・高見　TEL：052-222-1105

ハリと弾力に満ちたうるおい肌へ。

エルヴィナス クリスタリューション
＜薬用保湿美容液＞30ｇ　定価 16,000 円（税別）

メラニン生成にアプローチして、透明感あふれる美白肌へ。


